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1.  平成22年12月期第3四半期の業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 23,803 △6.5 △83 ― △108 ― △170 ―

21年12月期第3四半期 25,453 △20.6 50 ― △18 ― △124 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 △11.18 ―

21年12月期第3四半期 △7.62 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 19,443 7,028 36.1 504.48
21年12月期 20,051 7,654 38.2 491.95

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  7,028百万円 21年12月期  7,654百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00
22年12月期 ― 0.00 ―

22年12月期 
（予想）

5.00 5.00

3.  平成22年12月期の業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 平成22年12月期の業績予想につきましては、平成22年２月12日に開示いたしました「平成21年12月期決算短信（非連結）」の業績予想を修正しておりま
す。 
 詳細につきましては、平成22年11月５日開示の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,700 △3.1 260 △15.4 200 △5.4 125 17.9 8.21



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q 12,662,100株 21年12月期  12,662,100株

② 期末自己株式数 22年12月期3Q  354,286株 21年12月期  353,113株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q 12,308,585株 21年12月期3Q 12,310,219株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて掲載しております。実際の業績は、今後様々な要因によって上記予想とは
大きく異なる結果になる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、３ページ「【当四半期の業績等に関する定性的情報】（３）業績予想
に関する定性的情報」をご覧下さい。 
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当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、一部企業に収益の改善が見られるものの、政府による

景気刺激策も一部終了し、想定以上の円高、株式市場の低迷等、景気の先行きに対する足踏み感が強い

状況となりました。 

インテリア業界におきましては、重要な指標である新設住宅着工戸数が、ようやく前年同月比プラス

に転じ、持ち直しの傾向を見せているとはいえ、依然として低水準で推移いたしました。 

このような環境のもとで、当社の売上高は前年同期比6.5％減の23,803百万円となりました。 

事業別の状況を見ますと、インテリア事業につきましては、主力の壁装材は３月に施工性はもとより

仕上がりの美しさも重視した見本帳“らくらくリフォーム”、７月にこれまでの概念にとらわれない、

新しい発想で自由に空間を彩り、機能壁紙のバリエーションをさらに充実させた見本帳“ライト”を発

行、カーテンは２月にあらゆる年代のユーザーに満足いただける多彩な商品を取り揃えた見本帳“サー

ラ”を発行、床材は３月に様々な住宅用床材を収録した見本帳“クッションフロア”を発行した他、壁

装材見本帳“ウォールデコ”、“Ｖ－ウォール”、カーテン見本帳“ファブリックデコ”等を増冊発行

し拡販に努め、売上高は前年同期比8.8％減の19,867百万円となりました。 

一方、オフィス事業につきましては、顧客企業のリニューアル、移転等に対する投資意欲の回復、顧

客企業に対するより細やかなサービスの提供に努めた結果、売上高は前年同期比7.3％増の3,935百万円

となりました。 

利益面におきましては、オフィス事業では、請負工事物件獲得時における競合による価格の低下を主

因として売上原価率は前年同期比上昇しておりますが、インテリア事業では原価削減のための様々な施

策を実行し、売上原価率は前年同期比では若干改善されており、売上総利益は前年同期比6.3％減の

6,298百万円となりました。販売費及び一般管理費は、荷造運搬費、人件費、地代家賃をはじめ各費目

の削減を行った結果、前年同期比4.4％減の6,381百万円となり、営業損失83百万円（前年同期は営業利

益50百万円）、経常損失108百万円（前年同期は経常損失18百万円）、税引前四半期純損失135百万円

（前年同期は税引前四半期純損失86百万円）、四半期純損失170百万円（前年同期は四半期純損失124百

万円）となりました。 

  

（資産、負債、純資産の状況） 

当第３四半期会計期間末の総資産は前事業年度末比607百万円減の19,443百万円となりました。 

流動資産は前事業年度末比413百万円減の13,506百万円となりました。これは主に現金及び預金の減

少（1,296百万円）、受取手形及び売掛金の増加（824百万円）によるものであります。固定資産は前事

業年度末比194百万円減の5,937百万円となりました。これは主に差入保証金の減少を主因とする投資そ

の他の資産の減少（179百万円）によるものであります。なお、この増減金額には破産更生債権（投資

その他の資産「その他」）の減少及びそれに伴う貸倒引当金の減少を夫々217百万円含んでおります。 

負債総額は前事業年度末比17百万円増の12,415百万円となりました。流動負債は前事業年度末比117

百万円増の11,088百万円となりました。これは主に固定資産購入等支払手形（流動負債「その他」）の

増加（353百万円）、短期借入金の増加（168百万円）、１年内返済予定の長期借入金の増加（160百万

円）、支払手形及び買掛金の減少（427百万円）、未払金（流動負債「その他」）の減少（110百万円）

によるものであります。固定負債は前事業年度末比100百万円減の1,326百万円となりました。これは主

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報
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に長期借入金の減少（127百万円）によるものであります。 

純資産は前事業年度末比625百万円減の7,028百万円となりました。これは主に自己株式の消却を目的

とした資本剰余金の減少（422百万円）、四半期純損失の計上による利益剰余金の減少（201百万円）に

よるものであります。なお、自己資本比率は36.1％となりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況と主要因はつぎのとおりであります。 

当第３四半期累計期間末の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末と比較

して1,296百万円減少し、3,073百万円となりました。 

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞ 

当第３四半期累計期間における営業活動により使用した資金は、前事業年度末と比較して1,364百万

円増加し、1,151百万円となりました。これは、固定資産購入等支払手形の増加（353百万円）、破産更

生債権等の減少（217百万円）等の増加要因はありましたが、売上債権の増加（824百万円）、仕入債務

の減少（427百万円）、貸倒引当金の減少（218百万円）、税引前四半期純損失（135百万円）等の減少

要因によるものであります。 

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞ 

当第３四半期累計期間における投資活動により得た資金は、前事業年度末と比較して61百万円増加

し、116百万円となりました。これは、主に差入保証金の回収（149百万円）によるものであります。 

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞ 

当第３四半期累計期間における財務活動により使用した資金は、前事業年度末と比較して1,534百万

円増加し、261百万円となりました。これは、短期借入金の借入（1,400百万円）、長期借入金の借入

（500百万円）等の増加要因はありましたが、短期借入金の返済（1,232百万円）、長期借入金の返済

（467百万円）、自己株式の取得（422百万円）等の減少要因によるものであります。 

  

平成22年12月期の業績予想につきましては、平成22年２月12日に開示いたしました「平成22年12月期

決算短信（非連結）」の業績予想を修正しております。 

 詳細につきましては、平成22年11月５日開示の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。

  

(3) 業績予想に関する定性的情報
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たな卸資産の評価方法 

当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、当第２四半期末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

  

工事契約に関する会計基準の適用 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、第１四

半期会計期間より、「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び

「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を適用

し、第１四半期会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期会計期間末までの進捗部分について

成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、

その他の工事については工事完成基準を適用することとしております。 

 なお、当第３四半期会計期間末においては、工事進行基準を適用している工事がないため、これに

よる売上高、営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失に与える影響はありません。 

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,073,942 4,370,497

受取手形及び売掛金 6,833,217 6,008,793

商品 2,106,528 1,965,966

その他 1,520,579 1,603,207

貸倒引当金 △28,169 △29,170

流動資産合計 13,506,098 13,919,295

固定資産

有形固定資産 2,275,700 2,314,860

無形固定資産 112,071 88,512

投資その他の資産

差入保証金 2,256,678 2,401,738

その他 1,443,962 1,695,203

貸倒引当金 △150,601 △367,738

投資その他の資産合計 3,550,040 3,729,203

固定資産合計 5,937,811 6,132,576

資産合計 19,443,909 20,051,871

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,187,574 8,614,604

短期借入金 1,098,900 930,900

1年内返済予定の長期借入金 714,648 554,444

未払法人税等 43,129 65,504

賞与引当金 101,508 68,614

工事損失引当金 508 －

その他 942,655 737,015

流動負債合計 11,088,924 10,971,082

固定負債

長期借入金 776,632 904,356

退職給付引当金 423,125 437,126

その他 126,362 85,105

固定負債合計 1,326,120 1,426,587

負債合計 12,415,045 12,397,670
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,335,500 3,335,500

資本剰余金 3,195,264 3,617,764

利益剰余金 522,354 723,836

自己株式 △58,807 △58,686

株主資本合計 6,994,311 7,618,414

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 34,552 35,786

評価・換算差額等合計 34,552 35,786

純資産合計 7,028,864 7,654,201

負債純資産合計 19,443,909 20,051,871
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(2) 四半期損益計算書

【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 25,453,042 23,803,101

売上原価 18,729,902 17,504,816

売上総利益 6,723,140 6,298,284

販売費及び一般管理費 6,672,603 6,381,658

営業利益又は営業損失（△） 50,537 △83,373

営業外収益

受取利息 6,616 5,556

受取配当金 4,458 4,884

不動産賃貸料 22,263 20,580

助成金収入 － 19,709

その他 12,932 31,803

営業外収益合計 46,271 82,534

営業外費用

支払利息 28,693 40,935

手形売却損 59,774 43,228

その他 26,573 23,844

営業外費用合計 115,042 108,008

経常損失（△） △18,233 △108,846

特別利益

貸倒引当金戻入額 4,813 1,017

特別利益合計 4,813 1,017

特別損失

投資有価証券評価損 6,398 17,789

減損損失 6,010 1,861

割増退職金 29,545 7,931

事務所移転費用 30,716 －

特別損失合計 72,671 27,583

税引前四半期純損失（△） △86,091 △135,413

法人税、住民税及び事業税 38,697 34,951

法人税等調整額 － －

法人税等合計 38,697 34,951

四半期純損失（△） △124,789 △170,364
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △86,091 △135,413

減価償却費 51,353 54,510

減損損失 6,010 1,861

ソフトウエア償却費 19,195 17,468

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,406 △218,138

賞与引当金の増減額（△は減少） 46,044 32,894

退職給付引当金の増減額（△は減少） △15,304 △14,000

工事損失引当金の増減額（△は減少） － 508

受取利息及び受取配当金 △11,075 △10,441

支払利息 28,693 40,935

割増退職金 29,545 7,931

売上債権の増減額（△は増加） 2,016,211 △824,423

たな卸資産の増減額（△は増加） 155,442 △68,865

前渡金の増減額（△は増加） 75,651 －

未収入金の増減額（△は増加） 264,220 89,785

長期前払見本帳費及び見本帳製作仮勘定の増減
額 （△は増加）

322,283 △42,237

破産更生債権等の増減額（△は増加） △389 217,414

仕入債務の増減額（△は減少） △3,476,500 △427,029

未払金の増減額（△は減少） △295,399 △108,985

未払消費税等の増減額（△は減少） △60,360 △50,829

固定資産購入等支払手形の増減額（△は減少） △58,819 353,550

その他 8,597 20,185

小計 △988,098 △1,063,317

利息及び配当金の受取額 11,868 11,227

利息の支払額 △32,886 △42,791

割増退職金の支払額 △29,545 △7,931

法人税等の支払額 △49,590 △49,007

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,088,251 △1,151,820

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,927 △5,623

無形固定資産の取得による支出 △1,890 △9,546

投資有価証券の取得による支出 △6,138 △13,729

投資有価証券の売却による収入 520 －

貸付金の回収による収入 14,625 11,024

差入保証金の差入による支出 △32,182 △4,377

差入保証金の回収による収入 92,529 149,436

保険積立金の積立による支出 △44,422 △4,659

保険積立金の解約による収入 77,357 －

その他 △3,649 △5,634

投資活動によるキャッシュ・フロー 94,822 116,890
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,250,000 1,400,000

短期借入金の返済による支出 △878,331 △1,232,000

長期借入れによる収入 1,550,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △238,322 △467,520

社債の償還による支出 △60,000 －

リース債務の返済による支出 － △7,276

長期未払金の返済による支出 △6,384 △1,483

自己株式の取得による支出 △279 △422,620

配当金の支払額 － △30,725

新株予約権の買入消却による支出 △5,000 －

その他 53 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,611,737 △261,624

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 618,307 △1,296,555

現金及び現金同等物の期首残高 2,828,886 4,370,497

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,447,194 3,073,942
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該当事項はありません。 

  

当社は、Ａ種無議決権種類株主（合同会社ＬＹコーポレーション）より、平成22年４月30日付けで

当社Ａ種無議決権種類株式の金銭を対価とする取得請求を受け、同日取得いたしました。この結果、

自己株式が422,500千円増加しております。 

  

平成22年４月30日付けで開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式を消

却することを決議し、実施いたしました。この結果、資本剰余金が422,500千円減少し、自己株式が

422,500千円減少しております。 

  

上記の結果、当第３四半期会計期間末において、資本剰余金は3,195,264千円、自己株式は58,807千

円となっております。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

① 自己株式の取得

② 自己株式の消却
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